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当
会
は
昨
年
度

｢

社
団
化
二
十
五
周
年｣

を

経
過
し
、
戦
後
全
国
に
先
駆
け
て
逸
早
く

｢

酒

田
法
人
協
会｣

と
し
て
発
足
し
た
歴
史
と
合
わ

せ
、
高
い
組
織
率
を
維
持
し
て
今
日
に
至
っ
て

お
り
ま
す
。
今
年
度
の
課
題
は
、
引
き
続
き
組

織
強
化
に
努
力
す
る
こ
と
の
他
、
①
国
税
庁
が

公
表
し
た｢

国
税
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
計
画｣

へ
の
対
応
、
②
社
会
貢
献
の
視
点
か
ら
の

｢

租

税
教
育｣

の
実
施
、
③｢

公
益
法
人
制
度
改
革｣

に
対
応
し
た
組
織
の
見
直
し
お
よ
び
会
計
の
一

元
化
の
検
討
、
更
に
は
、
④
会
員
福
利
厚
生
制

度
の
新
た
な
観
点
か
ら
の
取
り
組
み
等
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。

な
お
、
総
会
と
併
行
し
て
開
催
さ
れ
た
理
事

会
に
お
い
て
、
平
成
十
九
・
二
十
年
度
の
役
員

体
制
も
確
定
致
し
ま
し
た
。(

別
掲)

第
二
十
六
回
通
常
総
会
は
五
月
二
十
三
日
ベ

ル
ナ
ー
ル
酒
田
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、
議
案
は

提
案
通
り
承
認
さ
れ
、
今
年
度
の
方
針
も
確
定

致
し
ま
し
た
。

当
日
は
議
事
に
先
立
っ
て

｢

永
年
勤
続
功
労

役
員｣

｢

会
員
増
強
功
労
者｣

並
び
に
、｢

研
修

会
等
事
業
推
進
者｣

の
表
彰
式
が
行
わ
れ

(

別

表)

、
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
総
会
終
了
後
は
、
東
京
国
際
大
学
教
授
の

増
田
正
敏
氏
を
講
師
に
招
い
て
の
記
念
講
演
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。(
別
掲)

こ
れ
か
ら
支
部
総
会
・
地
区
委
員
会
お
よ
び

青
年
部
会
・
女
性
部
会
・
三
水
会
の
総
会
の
結

果
と
合
わ
せ
、
酒
田
法
人
会
の
発
展
を
期
す
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。
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大滝 健二 ㈲ 木 村 屋

佐藤 茂 酒 田 米 菓 ㈱

和島 公 せんじん商事㈱
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池田 求 ㈱ 千 代 田

五十嵐 亮 日 新 開 発 ㈱
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佐藤 清人 テック両羽㈱
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総
会
恒
例
の
記
念
講
演
会
は
、
東
京
国
際
大

学
教
授
の
増
田
正
敏
氏
を
迎
え
て
、｢
中
小
企

業
の
生
き
残
り
を
掛
け
て
！｣

を
副
題
と
し
て

講
演
頂
き
ま
し
た
。
同
氏
は
昭
和
四
十
二
年
一

橋
大
在
学
中
に
日
独
交
換
留
学
生
と
し
て
渡
独

の
経
験
あ
り
、
早
く
か
ら
国
際
感
覚
に
優
れ
、

政
治
・
経
済
・
経
営
と
多
岐
に
亘
っ
て
、
難
し

い
内
容
を
分
か
り
易
く
話
の
で
き
る
元
気
印
の

エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
と
し
て
夙
に
有
名
で
あ
り
ま
す
。

要
約
次
の
通
り
。
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中
国
の
経
済
成
長
は
活
発
な
が
ら
、
北
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク

(

’〇
八)

上
海
万
博

(

’一
〇)

後
の
局
面
に
つ
い
て
は
、
懸
念
材
料
を
含
ん
で

い
る
。
国
内
の
格
差
問
題
は
、
市
場
経
済
の
進

展
の
帰
結
と
し
て
発
生
し
て
い
る
も
の
で
、
解

決
の
た
め
の
妙
案
は
な
い
。
ま
た
経
済
の
デ
フ

レ
基
調
は
、
今
後
も
長
期
的
に
継
続
す
る
も
の

と
考
え
る
べ
き
で
、
人
手
不
足
感
は
一
段
と
進

む
。
し
か
し
、
日
本
経
済
に
は

｢

追
い
風｣

と

し
て
作
用
す
る
と
予
測
す
る
。
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景
気
拡
大
は

｢

い
ざ
な
ぎ
景
気｣

(

’六
五
／

一
一
〜
五
十
七
ケ
月)

を
超
え
た
と
政
府
は
公

表
し
て
い
る
が
、
国
民
に
は
実
感
に
乏
し
い
。

デ
フ
レ
経
済
下
で
は
、
世
界
市
場
は
単
一
化
し
、

激
し
い
国
際
競
争
に
晒
さ
れ
て
い
る
大
企
業
は

｢

コ
ス
ト
抑
制｣

を
第
一
義
と
し
、
大
企
業
と

中
小
企
業
と
の
格
差
は
拡
大
傾
向
と
な
る
。
今

後
個
人
間
・
企
業
間
を
問
わ
ず
、
全
て
の
局
面

で
更
に
進
行
す
る
。
し
か
も
嘗
て
と
違
っ
て
、

経
済
の

｢

強
い
部
分｣

の

｢

弱
い
部
分｣

へ
の

波
及
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
極
め
て
弱
く
な
っ
て
お
り
、

そ
の
意
味
で
今
後
も
格
差
は
拡
大
し
、
そ
の
分

景
気
好
調
の
実
感
が
得
ら
れ
な
い
理
由
と
言
え

る
。

�
�
�
�
�
�
�
�

ひ
と
つ
に
は
少
子
高
齢
化
の
影
響
が
考
え
ら

れ
る
。
即
ち
、
①
国
内
消
費
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
縮

小
し
、
中
小
企
業
に
は
ダ
メ
ー
ジ
と
な
る
。
ま

た
②
定
年
制
度
が
見
直
さ
れ
、
定
年
延
長
や
廃

止
、
再
雇
用
等
の
変
化
が
出
て
く
る
。
③
労
働

力
不
足
の
傾
向
か
ら
、
賃
金
の
上
昇
・
外
国
人

労
働
者
の
増
加
・
ロ
ボ
ッ
ト
化
、
④
社
会
保
障

費
の
急
激
な
増
加
、
⑤
国
・
地
方
自
治
体
の
財

政
悪
化
が
懸
念
さ
れ
、
と
り
わ
け
中
小
企
業
に

影
響
大
と
な
る
。

ま
た
、
中
国
経
済
の
現
状
と
今
後
の
動
向
に

留
意
が
必
要
で
あ
る
。
現
在
の
経
済
成
長
の
背

景
は
、
脱
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
実
質
資
本
主
義
化

で
あ
り
、
膨
大
な
人
口
で
あ
る
こ
と
か
ら
低
賃

金
・
ロ
ー
コ
ス
ト
生
産
を
可
能
に
し
、
デ
フ
レ

の
輸
出
と
な
っ
て
い
る
。
更
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

万
博
に
向
け
た
建
設
特
需
が
成
長
の
主
要
部
分

と
な
っ
て
い
る
こ
と
だ
。
一
方
、
内
在
す
る
不

安
定
要
因
と
し
て
は
、
一
党
独
裁
体
制
と
改
革

経
済
の
矛
盾
が
挙
げ
ら
れ
る
。
体
制
内
腐
敗
の

危
険
性
や
沿
海
部
と
内
陸
部
の
生
活
格
差
拡
大

が
顕
在
化
し
つ
つ
あ
り
、
四
億
台
と
も
言
わ
れ

る
携
帯
電
話
の
普
及
で
、
情
報
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

が
不
可
能
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
今
後
過
剰

生
産
恐
慌
の
懸
念
や
、
環
境
問
題
に
よ
っ
て
は

問
題
は
な
し
と
し
な
い
。
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ま
ず
は
日
本
経
済
が
沈
没
す
る
こ
と
は
な
い
。

む
し
ろ
今
世
紀
は
日
本
が
リ
ー
ド
し
て
い
く
位

置
づ
け
に
あ
る
。
即
ち
、
①
技
術
立
国
で
あ
る

こ
と
。
②
世
界
工
場
へ
の

｢

部
品
供
給
基
地｣

と
し
て
の
地
位
を
確
保
し
て
い
る
こ
と
。
③
株

価
の
日
経
平
均
も
平
成
十
五
年
四
月
で
底
を
打

ち
、
緩
や
か
な
回
復
基
調
を
維
持
し
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。

今
世
紀
の
有
望
産
業
は
、
環
境
保
全
産
業
で

あ
り
、
デ
ジ
タ
ル
情
報
通
信
産
業
や
ロ
ボ
ッ
ト

産
業
・
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
産
業
で
あ
る
。
何

れ
も
日
本
の
得
意
分
野
で
あ
り
、
か
つ
、
日
本

製
造
業
の
非
価
格
競
争
力
の
強
さ
、
即
ち
、
技

術
・
品
質
・
デ
リ
バ
リ
の
優
位
性
は
大
と
い
え

る
。
そ
し
て
、
資
源
再
利
用
型
経
済
で
先
行
し

て
い
る
日
本
の
可
能
性
は
大
い
に
期
待
で
き
る
。

#
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日
本
の

｢

重
厚
長
大｣

技
術
は
イ
ン
フ
ラ
整

備
に
不
可
欠
で
、
機
械
・
資
材
の
受
注
は
伸
長

し
て
い
る
。
一
方
、｢

軽
薄
短
小｣

分
野
は
、

熾
烈
な
競
争
に
晒
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
中

小
企
業
の
生
き
残
る
道
は
自
ず
と
見
え
て
く
る

と
言
え
る
。

.
�
/
0
1

少
子
高
齢
化
や
国
・
地
方
自
治
体
の
借
金
体

質
・
’〇
七
問
題
な
ど
日
本
経
済
の
影
と
な
る

要
因
は
多
々
あ
り
、｢

三
〇
〇
円
で
飯
が
喰
え｣

｢

一
〇
〇
〇
円
で
服
が
買
え
る｣

時
代
で
あ
り
、

社
会
階
層
の
二
極
化
は
進
む
こ
と
を
覚
悟
で
、

将
来
を
展
望
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

＊

＊

＊

最
後
に
、
戦
後
教
育
を
再
検
討
し
、｢

国
家

観｣

の
再
構
築
が
最
大
課
題
と
考
え
る
と
し
て

講
演
を
締
め
括
ら
れ
ま
し
た
。
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2
3

東
京
国
際
大
教
授
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト

4
5

6
7
8
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役 職 氏 名 法 人 名 氏 名 役職・所属名

組
織
委
員
会

◎ 弦 巻 伸 副 会 長会 長 前 田 直 己 前田製管㈱
○ 上 林 直 樹 理 事

副会長 弦 巻 伸 ㈱ 弦 巻 高 橋 幸 雄 〃
〃 大 滝 健 二 ㈲ 木 村 屋 後 藤 毅 〃
〃 滝 井 宗 一 滝井生コンクリート㈱ 小 林 元 雄 〃

佐 藤 悌 夫 〃理 事 上 林 直 樹 ㈱上林鉄工所
加賀谷 勝 也 〃〃 新 田 嘉 一 ㈱平田牧場
那 須 良 太 〃

〃 佐 藤 淳 司 東北銘醸㈱
税
制
委
員
会

◎ 畠 中 昭 治 理 事
〃 大 井 誠一郎 大井建設㈱ ○ 石 井 幸 〃
〃 佐 藤 悌 夫 ㈱日東軽金 阿 部 孝 志 〃

岩 井 昭 作 三 水 会〃 平 野 宣 ㈱平野新聞舗
池 田 信 也 〃〃 佐 藤 茂 酒田米菓㈱

広
報
委
員
会

◎ 和 島 公 理 事
〃 和 島 公 せんじん商事㈱ ○ 大 井 誠一郎 〃
〃 小 林 元 雄 荘内振興㈱ 渡 部 博 夫 青年部会ＯＢ

〃 後 藤 毅 荘内証券㈱ 大 井 勝 喜 青 年 部 会
斉 藤 修 一 三 水 会〃 高 徳 宗 忠 東北東ソー化学㈱
若 村 文 枝 女 性 部 会

〃 畠 中 昭 治 日之出石油㈱

総
務
委
員
会

◎ 大 滝 健 二 副 会 長
〃 児 玉 健 一 ㈱ エ コ ー ○ 滝 井 宗 一 副 会 長
〃 高 橋 弘 道 酒田共同火力発電㈱ 佐々木 雅 晴 理 事

菅 原 順 一 〃〃 斎 藤 光 也 松山車輌㈲
梅 田 光 隆 青 年 部 会〃 鈴 木 良 博 ㈱ み な と
小野木 靖 子 女 性 部 会

〃 林 有一郎 林建設工業㈱ 兵 藤 正 良 青年部会ＯＢ
〃 石 井 幸 ㈱石井製作所 佐 藤 達 子 三 水 会
〃 羽 田 久 夫 羽田スクリーン印刷㈱ Web

化
委
員
会

◎ 平 野 宣 理 事
○ 加 藤 聡 〃〃 秋 野 明 酒田海陸運送㈱
大 谷 正 樹 青 年 部 会〃 菅 原 順 一 ㈲プランニングみすみ
佐 藤 清 人 三 水 会

〃 池 田 求 ㈱ 千 代 田
 ! � � �〃 那 須 良 太 ㈱共栄建材
役 職 氏 名 会 員 名〃 高 橋 幸 雄 ㈱ 丸 高
部 会 長 大 谷 正 樹 ㈱大谷事務機〃 上 野 重 征 ㈱ユーテック
副部会長 斉 藤 英 輔 フジクラ産業㈱

〃 阿 部 孝 志 阿部建設㈱ 〃 井 上 義 裕 ㈱新和設備
〃 加 藤 聡 加藤総業㈱ 〃 阿 部 敏 和 ㈱杉野瓦産業
〃 川 俣 尭 ㈱齋藤農機製作所 〃 梅 田 暢 夫 ㈱ 梅 田 屋

〃 水 田 方 一 酒田天然瓦斯㈱ " # $ � �
〃 西 村 慶 治 西村鉄工㈱ 役 職 氏 名 会 員 名
〃 加賀谷 勝 也 ㈱メックカガヤ 部 会 長 大 泉 公 子 ㈱ 大 泉
〃 佐々木 雅 晴 菊 勇 ㈱ 副部会長 小野木 靖 子 ㈱ 大 商

〃 若 村 文 枝 ㈲伸和自動車硝子〃 大 場 弥 市 大場建設㈱
〃 井 上 義 裕 ㈱新和設備 % & ' �

監 事 小野寺 剛 志 ㈲ビオサポート 役 職 氏 名 会 員 名
〃 五十嵐 亮 日新開発㈱ 代表幹事 佐 藤 清 人 テック両羽㈱

総 会 �()*+� ,-.
②

委

員

会

組織委員会 総 務 委 員 会
③① ① 税制委員会 会 員 拡 大 委 員 会

監 事 理 事 会 青年部会広報委員会 会 員 交 流 委 員 会
総務委員会 税 務 委 員 会

事 務 局 Web化委員会 社 会 貢 献 委 員 会

④

女性部会四
支
部

遊 佐 支 部

七

地

区

北 部 地 区 コーデイネート委員会
八 幡 支 部 駅 東 地 区 コミュニケーション委員会
松 山 支 部 中央上地区 プ ラ ン ニ ン グ 委 員 会
平 田 支 部 中央下地区 ゼ ミ ナ ー ル 委 員 会

⑤
東 部 地 区

三 水 会南 部 地 区
河 南 地 区
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平成19年度 総合収支予算
自 平成19年４月１日

至 平成20年３月31日

平成18年度 総合収支計算書
自 平成18年４月１日

至 平成19年３月31日

(単位：円) (単位：円)



去
る
六
月
六
日
�
女
性
部
会
第
十
三
回
通

常
総
会
が
ベ
ル
ナ
ー
ル
酒
田
を
会
場
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
前
年
度
の
経
過
報
告
に
続
き
、

今
年
度
の
計
画
は
女
性
部
会
の
四
委
員
会
、

即
ち
、｢

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
委
員
会｣

｢

コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
委
員
会｣

｢

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
委
員
会｣

｢

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
委
員
会｣

毎
に

取
り
組
み
内
容
が
発
表
さ
れ
、
何
れ
も
新
た

な
意
気
込
み
が
感
じ
ら
れ
好
評
で
、
満
場
一

致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
任
期
満
了

に
伴
う
役
員
改
選
で
は
、
十
二
名
の
幹
事
と

二
名
の
監
事
が
選
ば
れ
、
幹
事
互
選
の
結
果
、

部
会
長
に
は
大
泉
公
子
氏
、
副
部
会
長
に
は

小
野
木
靖
子
氏
と
若
村
文
枝
氏
の
二
人
が
選

任
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
、
熊
谷
前
部
会
長
に
は
感
謝

の
花
束
が
贈
ら
れ
、
新
任
の
大
泉
部
会
長
か

ら
は

｢

全
員
参
加
で
・
楽
し
く
！｣

と
の
決

意
表
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
記
念
講

演
会
と
な
り
、
講
師
に
は
酒
田
三
十
六
人
衆

代
表
の
鐙
谷
誠
一
氏
を
お
迎
え
し
、｢

酒
田

の
民
活
の
そ
も
そ
も｣

と
題
し
て
の
講
演
を

頂
き
ま
し
た
。(

要
旨
別
掲)

第
十
四
回
青
年
部
会
通
常
総
会
は
、
六
月

十
四
日
�
に
東
急
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
平
成
十
八
年
度
の
報
告
お
よ
び

平
成
十
九
年
度
の
計
画
に
つ
い
て
は
、
原
案

通
り
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
引
き

続
き
任
期
満
了
に
伴
う
役

員
改
選
が
行
わ
れ
、
新
部

会
長
に
大
谷
正
樹
氏
、
副

部
会
長
に
は
斉
藤
英
輔

氏
・
井
上
義
裕
氏
・
阿
部

敏
和
氏
・
梅
田
暢
夫
氏
の

四
名
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
の
課
題
と
し
て

は
、
会
員
の
拡
大
に
努
力

す
る
他
、
新
た
に
女
性
部

会
と
も
共
催
で
、
小
学
生

を
対
象
に
し
た

｢

租
税
教
育｣

に
取
り
組
む

こ
と
で
、
参
加
会
員
か
ら
は
大
い
な
る
賛
同

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
は
来
賓
を
交
え
て
の
懇
親
会

が
催
さ
れ
、
大
井
前
部
会
長
に
記
念
品
贈
呈

の
後
、
恒
例
の
卒
業
式
と
新
入
会
員
の
紹
介

が
行
わ
れ
盛
会
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。
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酒
田
の
歴
史
は
大
永
元
年(

一
五
二
一
年)

を
境
に

｢

伝
説
の
時
代｣
と

｢

歴
史
時
代｣

に
分
か
れ
る
。
即
ち
、
こ
の
年
に
三
十
六
人

衆
が
本
町
通
り
に
住
み
、
寺
院
・
住
民
も
移

転
し
て
き
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
後
一
〇
〇
年
、

元
和
八
年

(

一
六
二
二
年)

酒
井
忠
勝
が
庄

内
に
入
部
し
鶴
ケ
岡
城
に
入
る
。
亀
ケ
崎
城

の
城
代
は
松
平
甚
三
郎
で
、
そ
れ
か
ら
五
十

年
経
っ
て
、
河
村
瑞
賢
に
よ
る
酒
田
を
基
点

と
し
た
西
回
り
航
路
の
開
発
と
な
る
。
こ
の

頃
長
崎
の
南
蛮
寺
に
あ
っ
た
古
地
図
に
東
北

エ
リ
ア
で
唯
一

｢

ｓ
ａ
ｃ
ａ
ｔ
ａ｣

の
地
名

が
記
さ
れ
て
お
り
、
夙
に
海
外
に
知
ら
れ
て

い
た
こ
と
に
な
る
。
当
時
酒
田
の
繁
栄
振
り

は

｢

帆
柱
林
立｣

で

｢

日
本
永
代
蔵｣

(

西

鶴)

で
広
く
伝
え
ら
れ
た
。
三
十
六
人
衆
の

役
割
は
、
年
貢
の
徴
収
・
御
用
問
屋
・
お
触

れ
の
伝
達
と
領
主
に
と
っ
て
は
便
利
な
存
在

で
あ
り
、
そ
の
見
返
り
に
種
々
の
特
権
を
得

て
有
利
な
商
売
を
し
た
し
、｢

町
人
裁
き｣

ま
で
行
わ
れ
て
、
正
に
酒
田
は

｢

堺｣

に
似

た
自
由
都
市
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が

｢

民
活
の

原
点｣

と
言
え
る
。

し
か
し
、
財
力
は
利
用
さ
れ
て
も
世
の
中

が
安
定
に
向
か
う
と
邪
魔
に
さ
れ
、
戊
辰
の

役
で
庄
内
軍
に
加
わ
っ
て
参
戦
し
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
明
治
と
な
っ
て
三
十
六
人
衆
と
い

う
制
度
は
な
く
な
り
、
唯
一
残
っ
て
い
た
自

由
都
市
は
消
滅
し
た
。

要
は
、
行
政
に
先
行
し
て
民
間
で
こ
と
を

成
す
と
い
う
の
が

｢
酒
田
の
民
活
の

伝
統｣

で
あ
る
。
昭
和
二
年
に
港
を

第
二
種
港
湾
指
定
に
し
た
経
緯
、
庄

内
空
港
を

｢

一
県
一
空
港｣
の
原
則

を
曲
げ
て
開
港
に
漕
ぎ
着
け
た
こ
と

や
、
中
国
と
の
対
岸
貿
易
で
、
ロ
シ

ア
圏
河
川
を
通
過
さ
せ
る
こ
と
を
陳

情
し
他
県
・
他
港
に
先
駆
け
て
実
現

し
た
こ
と
等
、
実
例
で
あ
り
そ
の
時

々
に
尽
力
し
た
先
人
の
功
績
を
忘
れ

て
は
い
け
な
い
。

そ
も
そ
も

｢

日
本
海｣

に
つ
い
て
、

日
本
人
自
ら
が
誤
っ
た
印
象
を
持
っ

て
い
る
嫌
い
が
あ
る
。
犯
人
？
は
芭
蕉
で
あ

り
、
白
秋
か
も
知
れ
な
い
。
曰
く

｢

荒
海｣

と
謡
っ
て
荒
涼
感
を
煽
っ
て
き
た
。
本
当
に

そ
う
か
？
地
図
を
逆
さ
に
す
る
と
、
日
本
海

は
恰
も
池
と
も
見
え
て
く
る
。
冬
は
兎
も
角
、

初
夏
か
ら
秋
に
掛
け
て
、
穏
や
か
で
豊
穣
な

海
は
、
酒
田
に
住
む
者
に
と
っ
て
心
の
拠
り

所
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
は
マ
リ
ー
ン
ス
ポ
ー

ツ
に
も
最
適
と
も
言
え
る
。
高
速
道
路
が
で

き
れ
ば
、
内
陸
か
ら
海
へ
足
を
運
ぶ
人
々
が

増
え
る
こ
と
は
請
け
合
い
で
し
ょ
う
。
南
庄

内
の
活
況
は
何
を
語
っ
て
い
る
か
？
で
し
ょ

う
。酒

田
の
こ
れ
か
ら
は
ま
だ
ま
だ
可
能
性
を

秘
め
た
も
の
と
考
え
ま
す
し
、
そ
こ
に

｢

民

活
の
力｣

を
発
揮
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。(

字
数
の
関
係
で
意
訳

と
な
っ
て
お
り
ま
す)

＊

＊

＊

参
加
者
は
、
改
め
て
酒
田
の
歴
史
を
顧
み
、

日
本
史
・
世
界
史
と
の
対
比
で
論
じ
る
先
輩

の
熱
意
に
聞
き
惚
れ
て
い
ま
し
た
。
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ABCDEF�GHIJKL@K?MN
会社のパソコンからインターネットを使って､ 所得税､ 法人税及び消費税の申告､ 源泉所得税をはじめ､
すべての税目の納税などを行うことができるようになりました｡

｢e-Tax｣ ホームページ

http ://www.e-tax.nta.go. jp
システムの概要やご利用に当たっての手続などについて
掲載しています｡

ヘルプデスク

ＴＥＬ0570－01
ｅ

5
コ

9
ク

0
ゼ

1
イ

利用のための手続やe-Taxソフトなどに関するご質問にお答え
します｡ 全国どこからでも市内通話の料金でご利用になれます｡


